
案 内

平成 28 年度 麻布大学教育セミナー inさいたま
日　時：平成 29 年 2 月 19 日（日）　13：00～17：00
会　場：ラフレさいたま

埼玉県さいたま市中央区新都心 3-2
「さいたま新都心駅」下車　徒歩約 7分

内　容：
1　セミナー1：  小動物における尿路結石症の診断

と外科的治療（＊臨床獣医師対象）
「猫の腎泌尿器疾患，特に尿管結石の診断と 

治療」 渡邊俊文（麻布大学）
2　セミナー2：  産業動物に関するシンポジウム 

（牛重要感染症の清浄化）
（1）「最近の牛疾病をめぐる状勢」

菊池栄作（農林水産省）
（2）牛重要感染症の清浄化の取り組み
①「ヨーネ病の清浄化」

永田礼子（農研機構 動物衛生部門）

②「BVD清浄化への課題と展望」
亀山健一郎（農研機構 動物衛生部門）

③「酪農家で実施できる牛白血病の防疫対策」
泉對　博（日本大学）

（3）総合討論
ゲスト助言者

山川　睦（農研機構 動物衛生部門）

3　セミナー3：  野生動物との共存と利用 

─被害防除から食肉利用まで─
（1）「  野生動物問題の現状と課題 ─シカの増加を

中心に─」 南　正人（麻布大学）
（2）「野生動物による被害の防除 ─牧場を例に─」

塚田英晴（麻布大学）
（3）「野生動物の食肉利用」 坂田亮一（麻布大学）
（4）「国産ジビエの魅力」

藤木徳彦（特定非営利活動法人 
日本ジビエ振興協議会）

（5）「  駆除されたニホンジカを活用したペットフー
ドの製造販売 ─長野県小諸市の試み─」

竹下　毅（長野県小諸市役所）
参加費：無料
その他：情報交換会有（参加費は 3,000 円）
申込み方法：1 月 31 日（火）までに「氏名・所属・

住所・電話番号・参加希望セミナー番
号・情報交換会参加の有無」をメール
または FAXにてお送りください．

問合せ先：麻布大学　地域連携室
TEL 042-754-7111（代）
FAX 042-850-2505
E-mail : sotsugo@azabu-u.ac.jp



日　時： 平成 28 年 12 月 2 日（金）　13：00～17：30
3 日（土）　　9：30～16：40

場　所： 九州大学西新プラザ
〒 814-0002　福岡市早良区西新 2-16-23

テーマ： 難治性乳房炎を識る
内　容：
12 月 2 日（金）
（1）教育講演
「バイオフィルム感染症制圧に向けての展望」

水之江義充 東京慈恵会医科大学，慈恵バ
イオフィルム研究センター（ ）

（2）推奨研究
①「臨床現場における乳房炎由来菌のバイオフィル
ム形成能の検出と病原性の実態」

山下祐輔（上川北 NOSAI美深家畜診療所）

②「Staphylococcus aureusによる潜在性乳房炎に
おける乾乳期の乳房内タイロシン注入の効果」

原口麻子（NOSAI広島）

③「プロトテカ乳房炎」 加納　塁（日本大学）
④ 総合討論
12 月 3 日（土）
（1）炎症性子宮疾患アンケートシンポジウム
①「炎症性子宮疾患全国アンケート報告（クロス集
計）」 大滝忠利（日本大学）

②「子宮機能と受胎性」 木村康二（岡山大学）
③「牛の生殖道における感染と炎症」

大澤健司（宮崎大学）
④「牛子宮内膜炎の治療（キトサンの効果について）」

小比類巻正幸（小比類巻家畜診療サービス）

⑤総合討論
（2）ランチョンセミナー 大澤健司（宮崎大学）
（3）一般口演（10 題程度，発表 8分質疑 2分）
（4）第 5回 家畜感染症学会学術集会　最優秀学術賞

紹介
「牛肺炎原因菌の特定と薬剤感受性」

帆保誠二（鹿児島大学）
（5）平成 28年度 家畜感染症学会活動報告会
（6）第 6回 家畜感染症学会学術集会　最優秀学術賞

表彰式
参加費： 事前登録

会　　員 3,000 円　　賛助会員 3,000 円
非 会 員 6,000 円　　学　　生 1,000 円
当日登録
会　　員 4,000 円　　賛助会員 3,000 円
非 会 員 8,000 円　　学　　生 1,000 円
※事前登録締切：11 月 20 日（日）

その他：意見交換会有
12 月 2 日　  鶏鮮 竹乃屋 大名店 

（地下鉄空港線「赤坂駅」）
会費 4,000 円は受付にて支払い

問合せ：
家畜感染症学会 HP

https://sv23.plus-ser ver.net/~kachiku/ 

postmail/postmail.html

家畜感染症学会事務局（佐藤礼一郎）
E-mail : request@kachikukansen.org

案 内

第 6 回 家 畜 感 染 症 学 会 学 術 集 会



募 集

一般財団法人 動物看護師統一認定機構では平成 29 年度受験より数年間「学び直し教育としての履修によ
る受験資格を付与する制度（学び直し受験制度）」を開始致します．この受験制度は，動物看護職としての勤務
歴などの一定条件を満たし，指定された学び直し実証講座を履修した方に，認定動物看護師資格取得試験の受
験資格を付与する制度です．
詳細は，動物看護師統一認定機構HPにてご確認ください．
なお下記，文科省委託事業「地域の特性を活かした動物看護分野の学び直し体制構築事業（代表校：愛犬美

容看護専門学校）」で開催する実証講座を平成 29年度の「学び直し講座」とします．

動物看護師統一認定資格未取得の動物看護職の皆様

平成 28年度文部科学省委託事業
成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業

「地域の特性を活かした動物看護分野の学び直し体制構築事業」

問い合せ先
【学び直し実証講座について】

・文部科学省委託事業事務局 愛犬美容看護専門学校：
http://www.h-aiken.com/relearning.html ☎ 011-512-7744（八反田）

【動物看護師統一認定試験の学び直し受験制度について】
・一般財団法人 動物看護師統一認定機構：
http://www.ccrvn.jp/manabinaosi.html ☎ 03-5805-6061

学び直し実証講座開催のご案内

高位平準動物看護概論（3時間講座 10コマ）
動物看護学（3時間講座 4コマ）
院内コミュニケーション入門（3時間講座 2コマ）
クライアントエデュケーション入門（3時間講座2コマ）

動物看護師統一認定機構
「学び直し受験制度」対象講座

認定動物看護師の
職域拡大をめざす講座 畜産学（総時間 15時間 3コマ）

平成 28 年 10 月 2 日 ～ 平成 29 年 2 月 5 日
開催地：札幌，東京，大阪，京都，宮崎

各地各講座の日程は 本事業事務局HP（http://www.h-aiken.com/relearning.html）でご確認ください

平成 2
8年度

限り

受講料
無料

※途中からの参加も可能です
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行事等

10月 3～6 日：世界獣医師会総会に酒井副会長出席
10月 3 日：健全な家畜市場取引推進のための啓発普及事

業に係る現地調査に境専務理事出席
10月 4 日： 東北地区大会に砂原副会長，境専務理事，

北村顧問出席
10月 5 日：獣医師賠償責任保険中央審議会
10月 9 日：近畿地区獣医師大会に村中・酒井両副会長，

境専務理事，北村顧問出席
10月11日：薬剤耐性（AMR）対策推進国民啓発会議及

び薬剤耐性（AMR）対策推進月間（11 月）
の説明会に境専務理事出席

10月12日：一社全国ペット協会総会懇談会に境専務理事
出席

10月13日：第 45 回日本獣医師会雑誌編集委員会
10月14日：畜産交友会に境専務理事出席
10月16日：九州地区獣医師大会に藏内会長，砂原・村中・

酒井副会長，境専務理事，北村顧問出席
10月18日：第 69 回全国装削蹄競技大会褒賞授与式に境

専務理事出席
10月22日：中国地区獣医師大会に藏内会長，酒井副会長，

境専務理事，北村顧問出席
10月25日：普及指導員資格試験委員会に境専務理事出席

：OIE PVS評価
10月27日：業務運営幹部会議
10月28日：健全な家畜市場取引推進のための啓発普及事

業に係る現地調査に境専務理事出席
10月30日：第 6回動物看護大会に酒井副会長，境専務理

事出席

平成 17 年度に本会の事業運営機関として設置した職域別部会（①獣医学術部会，②産業動物臨床部会，③小
動物臨床部会，④家畜衛生部会，⑤公衆衛生部会，⑥動物福祉・愛護部会，⑦職域総合部会）の各部会委員会（常
設委員会及び個別委員会）における今期（任期：平成 27 年 7 月～平成 29 年 6 月）の開催状況は下表のとおり
である．なお，各委員会の会議結果については，開催の都度，逐次，「委員会会議概要」として取りまとめ日本
獣医師会ホームページに掲載しているので参照願いたい．

お 知 らせ

職域別部会の部会委員会の開催状況（平成 28年 10 月末日まで）

部　会　名 部会委員会名（開催月日）

獣 医 学 術 部 会
学術・教育・研究委員会（平成27年 11月 9日（第16回），平成28年 6月 13日（第17回））
獣医師生涯研修事業運営委員会（平成 28 年 1 月 7 日（第 9回））
獣医師国際交流推進検討委員会（平成 28 年 2 月 17 日（第 1回））

産業動物臨床部会
産業動物臨床・家畜共済委員会（平成 27 年 11 月 17 日（第 20 回））
管理獣医師ガイドライン策定小委員会（鶏）（平成 28 年 3 月 25 日（第 1回）），（豚）（平
成 28 年 4 月 13 日（第 1回））

小 動 物 臨 床 部 会 小動物臨床委員会（平成 27 年 10 月 20 日（第 17 回））

家 畜 衛 生 部 会 家畜衛生委員会（平成 27 年 12 月 1 日（第 18 回），平成 28 年 6 月 6 日（第 19 回））

公 衆 衛 生 部 会 公衆衛生委員会（平成 27 年 12 月 1 日（第 18 回），平成 28 年 6 月 6 日（第 19 回））

動物福祉・愛護部会

動物福祉・適正管理対策委員会（平成 27 年 10 月 27 日（第 7回））
日本動物児童文学賞審査委員会（平成 27年 7月 28日（第 27回），平成 28年 7月 19日（第
28 回））
学校動物飼育支援対策検討委員会（平成 27 年 10 月 22 日（第 6 回），平成 28 年 2 月 28
日（第 7回））
災害時動物救護に係るガイドライン改定検討委員会（平成 28 年 3 月 22 日（第 1 回），8
月 2日（第 2回））

職 域 総 合 部 会

総務委員会（平成 27 年 11 月 16 日（第 19 回））
野生動物対策検討委員会（平成27年 11月 30日（第13回），平成28年 8月 29日（第14回））
野生動物救護対策のあり方検討小委員会（平成 27 年 11 月 30 日（第 6回），平成 28 年 8
月 29 日（第 7回））
日本獣医師会雑誌編集委員会（平成 27 年 10 月 14 日（第 39 回），12 月 9 日（第 40 回），
平成 28 年 2 月 10 日（第 41 回），4月 6日（第 42 回），6月 14 日（第 43 回），8月 8日（第
44 回），10 月 13 日（第 45 回））
女性獣医師支援対策検討委員会（平成 27 年 11 月 24 日（第 1回），8月 8日（第 2回））




